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国際教養大学図書館⾧と
しての６年を振り返って

加藤 信哉
NPO法人知的資源イニシアティブ（IRI）理事

2022/11/25 情報知識学会シニア部会 2022年度第1回卓話会

自己紹介:略歴
• 職 歴
・NPO法人知的資源イニシアティブ（IRI）理事（2022年～）
・国際教養大学 特任教授・図書館⾧（2016年～2022年）
・８つの国立大学図書館に40年勤務 (1976年～2016年）

東北地区 東北大学，山形大学，秋田大学
関東・東京地区 筑波大学，図書館情報大学，

東京大学
東海地区 名古屋大学
九州地区 熊本大学
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自己紹介:著書

勉誠出版 2014 勁草書房 2012 3

概要

•国際教養大学
•国際教養大学図書館
•図書館の組織と運営
•図書館⾧前期:2016年度～2019年度
•図書館⾧後期:2020年度～2021年度
•社会貢献・研究
•まとめると
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国際教養大学（AIU: Akita 
International University)

基礎データ（１） 2022年4月1日現在

• 設 立 :２００４年４月
• 学部・学科:１（国際教養学部 国際教養学科）

• 領 域 :３（グローバル・ビジネス，グローバル・スタディズ，グローバル・
コネクティビティ）

• 定 員 :１７５人
• 学生数 :８４１人（男性33%，女性67%）
• 大学院 :１（専門職大学院 グローバル・コミュニケーション実践研究科）

2008年9月設置

• 定 員 :３０人
• 学生数 :５５人

6出典:https://web.aiu.ac.jp/about/data/
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基礎データ（２） 学部データ 2022年4月1日現在

• 提 携 大 学 :５１カ国・地域２００大学
• 受入交換留学生数 :２２カ国・地域から４６人
• 派 遣 留 学 生:２９カ国へ １４４人
• 専 任 教 員 :５８人（うち外国人教員３4人）

• 専任教員外国人比率:５９%
• 開 講 科 目 :３２２科目（２０２１年度実績）

• 学生数と専任教員数の比:１５:１
• １科目当たり平均登録学生数:１７人（２０２１年秋学期）

7出典:https://web.aiu.ac.jp/about/data/

AIU独自の教育環境:AIUエコシステム

8

応用国際教
養教育

すべて
英語の

少人数授業
業

多文化
共生

キャンパス

1年間の
留学義務

24時間365日
開館の図書館

学修・居住
一体型キャンパ

ス秋田ならではの
地域・文化

世界中から
あつまる教授陣

出典:国際教養大学［学部案内パンフレット〕2022-2023. p.3
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国際教養学部ミッションステートメント
国際教養大学は，「国際教養教育」を教学理念に掲げ，グロー

バル社会におけるリーダーを育成することを使命とする。
国際教養教育は，世界の広範な事象に関する幅広い知識と深い

理解，物事の本質を見抜く洞察力や思考力，これらの上に築かれ
たグローバルな視野とともに，英語をはじめとする外国語の卓越
したコミュニケーション能力を涵養する。

国際教養教育を受けた者は，確固たる「個」を確立し，道義心
の修養を通じて開かれた高潔な精神と情熱を持って時代の諸課題
に立ち向かい，自らが暮らす地域や所属する国家のみならず広く
人類社会に貢献する。

9出典:https://web.aiu.ac.jp/undergraduate/mission/

応用国際教養教育（AILA: Applied International Liberal 

Arts）（１）
• ２０２１年度から導入
• 大学のミッションである世界に通用するリーダーを輩出するこ
とを達成する「しくみ」としての新たな教育手法

• 国際教養教育を一歩前に進めるための強化点
1. 多様な「知識の引き出し」を自在に駆使し，それらを互い

に関連・応用させ，最適解を探る力，すなわち「統合知」
2. 人間力を強化する機会と環境の提供

10出典:https://web.aiu.ac.jp/undergraduate/aila/ を一部改変
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応用国際教養教育（AILA: Applied International Liberal 

Arts）（２）

11出典:https://web.aiu.ac.jp/undergraduate/aila/  

国際教養大学図書館
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歩み
２００４年:大学設置と同時に図書館（図書・情報センター）開館
２００８年:図書館（Ｌ）棟完成

図書館，コンピュータ・ラボ，能動的学修センターを含む複合施設

:秋田県立図書館と相互協力に関する協定を締結
２０１３年:国連寄託図書館に指定
２０１４年:中嶋記念図書館に名称を変更
２０１６年:高校生カードの発行

電子書籍の大規模な導入
２０１７年:ディスカバリーサービスを開始
２０１８年:古本募金（チャリボン）を開始 13

コンセプト
• ２４時間３６５日開館し，快適な学習環境を提供
• 本のコロセウム（本と人との出合いの場としての劇場空間）
□本に囲まれた半円の段状空間
□木製の書架や設備による落ち着いた雰囲気の学習環境
□学習や読書に集中できる照明

• 地域に開かれた図書館
利用者＝学内利用者＋学外利用者

• 応用国際教養教育を支えるハイブリッド図書館

14
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ハイブリッド図書館
• 電子リソースと従来からの紙ベースの図書や雑誌を双方の
利点を活かして利用しやすい形で提供

• いつでも，どこからでも
→ ディスカバリーサービスによる電子リソースと紙ベー

スの図書のシームレスな検索と発見の実現

15

施設
• 延床面積:１，８３１㎡
• 木造・鉄筋コンクリート造・鉄骨造

□天上高１２m，半径２２ｍの大空間
□秋田県特産の秋田杉をふんだんに使用
□和傘をイメージさせる半円の大屋根

• 図書収容能力:１３万冊（開架８万冊, 閉架５万冊）
• 閲覧席:３００席（全席でＷｉ-Ｆｉの利用が可能）
• 設計業者:環境デザイン研究所（代表:仙田満 東京工業大学名誉教授）

村野藤吾賞 日本建築家協会賞 国際建築賞2010 グッドデザイン賞 等を受賞

16
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ライブラリーホール

17出典:https://commons.wikimedia.org/wiki/File:AIU_Library.png

コレクション 2022年4月1日現在

• 紙資料
・図書:８４，３９４冊（和書３１，８２７冊 洋書５２，５６７冊）

※和書の分類はNDC（日本十進分類法），洋書の分類はLCCN（議会図書館分類法）
・雑誌:２２３タイトル（和雑誌１０１タイトル 洋雑誌１２２タイト

ル）
・視聴覚資料:３，７５１点

• 電子リソース
・電子書籍:４３０，７７２タイトル
・電子ジャーナル:１，５１３タイトル
・データベース:５種類

※英語の資料と日本語など言語の資料の収集割合は７対３

18出典:https://web.aiu.ac.jp/library/outline/
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蔵書:電子リソース
数量 コンテンツ 備考

電子書籍 ４３０，７７２タイトル ・EBSCOhost eBook Collection
・ProQuest Ebook Central
・Wiley Online Books – Usage 

Based Collection

主に英語の学術図書

電子ジャーナル １，５１３タイトル ・JSTOR Arts & Science Collection
Ⅰ- Ⅶ

・Science Direct Social Sciences 
Collection

・個別契約誌

主に英語の学術雑誌

データベース ５種類 ・Britannica Online Japan 
(English / Japanese）[百科事典]

・Nexis Uni [法律]
・Nikkei Telecom 21[新聞記事]
・ProQuest Central[全分野]
・Web of Science[全分野]

19

サービス
• 開館時間

□学生・教職員:２４時間，３６５日
□一般利用者: 平 日 :午前８時３０分～午後１０時

土・祝日・⾧期休暇期間:午前１０時～午後６時
日曜日 :午前１０時～午後１０時

□高校生カード利用者:午前６時から午後１０時，３６５日（年末年始期間を除く）
※夜間の時間帯は，学生・教職員はＩＤカードで入館し，警備員が巡回

• 図書の貸出条件
□学部学生 :１０月 １か月
□大学院生 :２０冊 １か月
□教職員 :３０冊 ３か月
□一般利用者 : ５冊 １か月

20出典:https://web.aiu.ac.jp/library/outline/
https://library.aiu.ac.jp/?page_id=476#gsc.tab=0
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利用統計の推移（１）:2014年度～
2021年度
貸出 レファレンス質問

21

利用統計の推移（２）:2014年度～
2021年度
ILL:文献複写依頼 ILL:図書借受

22
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図書館の組織と運営

国際教養大学組織図

24出典:https://web.aiu.ac.jp/about/governance/
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図書館組織図

学⾧

教務担当副学⾧ 図書館⾧
図書館運営委員

会

事務局⾧ 学修支援室⾧

25
専任:1人
臨時:1人
業務委託:9人

能動的学修セン
ター

図書館スタッフ

図書館⾧と学修支援室
• 図書館⾧

図書館⾧は，図書館に関する校務をつかさどる【学則】
（職務）【国際教養大学における教育研究上の組織の⾧等の職務に関する細則】

ア 図書館の運営方法に関すること
イ 図書館内の業務の調整に関すること
ウ 図書館に係る規程等の制定及び改廃に関すること
エ 図書の整備計画及び予算に関すること
オ その他図書館で必要と認められる事項に関すること

• 学修支援室
（事務）【事務組織規程】

(1) 図書館の運営に関すること

26出典:https://web.aiu.ac.jp/about/regulation/
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図書館⾧前期（2016年度～
2019年度）:図書館管理プラ
ンとハイブリッド図書館

私の場合は

28

• 第２代図書館⾧として招聘（2016年度～2021年度）
• 特任教授・図書館⾧
• 職務は図書館の運営，社会貢献，承認された研究
授業なし → ほぼ専任の図書館⾧

• 平日10時から16時45分まで勤務
• 執務室・研究室は図書館⾧室（前任者と同じ）
• 人事・予算・施設について直接の権限はない
• 図書館業務に相当関与
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着任前後
• 2016年2月に引継，前任者から口頭で2回，各1時間
• 2016年2月に執行部と名刺交換したときに，学⾧から「資料の
収集について問題があるという教員の声がある」と聞いた

• 4月に着任すると，図書館⾧室に図書館運営委員会資料を始め
とする引継資料がほぼ皆無

• 事務方から提供されたのは，規則類及び最新の図書館統計
• 2004年4月の開学以来の図書館運営委員会の資料の提供を受け，
資料の整理，読み込み

29

驚いたこと
• 図書館（の建物）は大学の広告塔（ブランド）
• 学則に図書館の規定がなかった
• 図書館⾧の公印がない
• ほぼ業務委託
• 図書館システムは買い取り契約
• 研究費で購入した10万円未満の図書については法人は管理しない
• 選書主体は教員のみだった
• 他大学の紀要類を受け入れていない
• 図書館のウェブサイトが学内者向けだった
• 入館者数はカウンター（計数機）から目視で記録していた

30
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図書館マネジメント:基本原則
• 2016年5月に大学の執行部（学⾧，副学⾧，事務局⾧），大学経営会議，

教育研究会議，図書館運営委員会で英語（日本語）で説明
• 図書館運営の方針表明
• ６つの柱

1) 図書館の管理運営の在り方を根本的に見直す
2) 図書館の新しいコンセプトを明確にする
3) ハイブリッド図書館システムを構築する
4) ワンストップ学修支援サービスを強化する
5) 図書館コレクションのあり方を見直す．
6) 非来館型研究支援サービス機能を強化する

31

図書館の新しいコンセプト:ハイブリッド図書館

眠らない図書館

図書のコロセウム

ハイブリッド図書館

紙の資料と電子リソースが
シームレスにいつでもどこか
らでも利用できるデジタル時
代の図書館

1日24時間，1年365日利用で
きる図書館

図書のコロセウム

本に囲まれる喜びと学習意欲
を喚起する図書館

眠らない図書館

現状 今後

32
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ハイブリッド図書館を構築する（１）:現状

紙の図書館 電子図書館

OPAC:蔵書検索システム

図
書

雑
誌

視
聴
覚
資
料

図書館ウェブページ

E
J

①

E
J
②

D
B
①

D
B
②

E
B
o
o
k
①

E
B
o
o
k
②

EJ:電子ジャーナル DB:データベース EBook:電子書籍

紙の図書館と電子図書館が独立して存在・不便

33

ハイブリッド図書館を構築する（２）:今後

ハイブリッド図書館プラットフォーム（ディスカバリー・サービス）

図書

雑誌

視聴覚資料

データベース 電子ジャーナル 電子書籍

所蔵資料 ライセンスした（外部アクセス）資料

77,000タイトル 5点 1,900タイトル 250,000タイトル

そ
の
他

紙の資料と電子リソースの最大限の利活用・利便性の飛躍的向上

34
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ディスカバリーサービス:概要

35

・名称:AIU ONE-Search
・製品:Summon Ver.2.0 (ProQuest社)
・サービス開始:2017年10月（図書館システム更新とは別）
・収録リソース:蔵書，電子書籍，電子ジャーナル，データベー

ス（機関リポジトリはない）
・サービス形態:OPACの検索タブ
・備考:A to Z（360 Core），リンクリゾルバサービス（360 

Link）および文献管理ソフト（RefWorks Lite）を含む

コレクションの評価
• 和書と洋書について分野別の分析（2016年6月）
• 見学に来られた有識者から，整備されている和書の量も質も十
分でない，との指摘（2016年8月）

• セットものや継続図書の購入が中断し，欠けている巻があった
継続図書リストがなかった 和書のセットもの（全集や講座）
については何度か簡易調査し，欠けている巻を補充

• 「岩波新書」と「中央新書」については2019年度から継続を
復活

36
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学術雑誌の見直し
• 継続資料（電子リソースを含む）は3年に一度見直し

・2016年度:2017年度から2019年度までの購読タイトルを決定
• 継続資料の購読が予算を圧迫

・資料費は2000万円以上あったが，継続資料にその80%が当てられ，
当該年度に実際に選書できる予算は200万円

・外国雑誌の原価値上がりや通貨変動を考慮すると，2017年度以降資料
費は赤字の予測

• 個別購読雑誌の冊子体からオンラインのみの契約への切り替え
（2016年10月）

37情報知識学会シニア部会 2022年度第1回卓話会

専門職員（図書館司書）の採用
• 2018年度公募
• 2004年度の開学以来初めて
• 情報リテラシー教育の強化
• 米国の図書館情報学大学院を修了し，修士号MLISと司書資
格を持ち，米国の複数の大学図書館で勤務経験のある経験
者を2019年度から採用

38
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図書館の戦略プラン
• 「図書館マネジメント:基本原則」（2016年5月）のレビュー
• 2019年7月の図書館運営委員会で策定
• 骨子

1）図書館コレクションの役割を見直す
2）図書館の研究支援サービス機能を強化する
3）情報リテラシー教育を充実する
4）国際的互換性のあるサービスを展開する
5）創造的スペースを展開する

39

研究支援サービスの強化
• 研究情報の収集，研究論文の執筆・投稿，研究のトレンドの追
跡に役立つ基本データベースの導入

• データベースの基本要件
1) 分野横断的な引用文献データベース
2) 文献の引用，被引用関係を利用した関連文献の検索可能
3) 過去40年間のコンテンツが利用可能
4) 大学の状況に応じた収録コンテンツの選択と最適化が可能
5) 学術雑誌のインパクトファクターや学術論文の被引用数を表示
6) 発見された学術論文等について利用可能なフルテキストの入手
7) 最近問題になっている「粗悪雑誌」のチェック
8) アフォーダブルな価格 40
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Web of Science:概要
• コンテンツ

- Science Citation Index (SCIE) / Social Science Citation Index 
(SSCI) /  Arts and Humanities Citation Index (AHCI) 1980-

- Emerging Source Citation Index (ESCI) 2015-
- Book Citation Index (BKCI) 2005-
- Conference Proceedings Citation Index (CPCI) 1990-
- InCites Journal & Highly Cited Data 1997-

• 導入期間と見直し
2020年度及び2021年度 2021年度に評価・継続の可否決定

41

図書館⾧後期（2020年度～2021
年度）:新型コロナウイルス
（Covid-19）感染と図書館サー
ビス
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新型コロナウイルス感染:国際教養大学
へのインパクト（危機）
• 学内での感染防止の徹底

・学内の施設（寮・アパートを含む）の利用停止
• 寮費等収入の大幅減

・2020年度 △1.5億円
• 大学の特⾧を活かした教育ができない

・新入生は，学生寮で留学生と共同生活
・在学中，1年間の留学が義務
・24時間365日，勉強に集中できる学習環境

43

新型コロナウイルス感染:国際教養大学
の対応
2020年2月 ・学⾧を本部⾧とする「新型コロナウイルス緊急

対策本部」を設置
・学生及び一般の学内施設利用・入構を停止

4月 ・春学期から全面オンライン授業
・留学（派遣および受入）の中止
・感染拡大防止のための行動指針（BCP）策定

11月 ・県内在住学生の学内施設利用再開
2021年 1月 ・2020年度入学生希望者寮入居

4月 ・2019年度秋学期入学生・2020年度入学生寮入居
44
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新型コロナウイルス感染:図書館の対応
（１）開館日と開館時間
• １年365日開館は維持 利用対象の制限と開館時間の短縮

2020年2月 学生及び一般利用者の利用停止
11月 県内在住学生の利用再開（登録制）

平日10時-18時
2021年 1月 寮入居者の利用再開

平日10:00-20:00 土曜日・日曜日・祝日:10:00-
18:00

4月 平日8:30-22:00 土曜日・祝日10:00-18:00
日曜日:10:00-22:00

2021年 9月 7時から26時
2022年 2月 24時間開館再開

45

新型コロナウイルス感染:図書館の対応
（２）:所蔵資料の郵送貸出等
• 所蔵資料の郵送貸出

対象:学生（国内在住）
期間:2021年5月～7月，9月～
冊数:学部学生10冊，大学院生20冊
経費:往路:大学負担

• 所蔵（契約）雑誌の複写記事郵送
対象:学生（国内在住）
期間:2021年6月～7月，10月～12月
点数:1回の申し込みにつき，5件（1件=1記事）
経費:送料:大学負担

46
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新型コロナウイルス感染:図書館の対応
（３）:電子リソースのリモートアクセス
• コロナ禍以前

NIIの学術認証フェデレーション「学認（GakuNin）」による一部
のリモートアクセス

https://www.gakunin.jp/
• 2020年度

eduGAINによるリモートアクセスの拡大
https://www.gakunin.jp/join/eduGAIN 

• 2021年度
OCLC社のEZproxyⓇオンプレミス版の導入

https://mirai.kinokuniya.co.jp/catalog/ezproxy

47

新型コロナウイルス感染:図書館の対応
（４）:その他
• 図書館サービスのオンライン化

・LMS（Learning Management System）に図書館のページを開設し
オンラインサービスを広報

・オンラインレファレンスサービスNLC（Nakajima Library Chanel）
の実施:Zoom利用，週2回，各2時間

・新入生オリエンテーションやガイダンスワークショップもYouTube 上
の動画やZoomを利用

• 資料の除却及び移動による書架の狭隘化の緩和，資料配架方式
の改善

48出典:相場洋子『東北地区大学図書館協議会誌』72号 2021p.1-5.
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社会貢献・研究

49

視察への対応
• 外国関係

アメリカ大使館，モンゴル大使館，台湾新竹県教育局
• 議会関係

三重県議会，那須塩原市議会，群馬県議会，鹿児島県議会，京都市議
会，福井県議会，愛媛県議会

• 文教関係
文部科学省，東北大学，私立短期大学図書館協議会，北海道科学大学，
東京工科大学

50
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メディアへの対応
• テレビ

・BSジャパン「そらから見てみよう」（2016/9/2放映）
・TBC東北放送サタデーウォッチン 「みちのくコレクション」

（2017/12/16放映)
• 新聞

・『毎日新聞』読む写真:Photo:眠らない「知の闘技場」（2019/8/3
東京夕刊）

・『読売新聞』よみほっと にっぽん探景:「「最も美しい」図書館
（秋田市）」（2020/2/2）
・『朝日新聞』いいね探訪記:「国際教養大学中嶋記念図書館（秋田

市）」（2020/2/9東京夕刊） 51

講演等（１）
年月 題名 会議等
2016年11月 今後の図書館システムについて 公立大学協会図書館協議会北海道・

東北地区勉強会（秋田市）

2017年10月 国際教養大学中嶋記念図書館における図
書館サービスについて

平成29年度秋田県図書館等連絡会
（国際教養大学）

2017年11月 大学図書館概論 平成29年度東北地区大学図書館協議
会フレッシュパーソンセミナー（東
北大学）

2018年3月 ディスカバリーサービスと今後の学術情
報提供

平成29年度（第23回）秋田県大学図
書館協議会（秋田大学）

2018年10月 グローバル人材育成に大学図書館が担う
役割

第20回図書館総合展フォーラム（横
浜市）

52
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講演等（２）
年月 題名 会議等
2018年11月 国際教養大学（AIU）図書館の戦略 平成30年度大学図書館シンポジウム

「アジアトップ大学の図書館戦略」
（横浜市）

2018年11月 大学図書館のこれから 平成30年度青森県高等教育機関図書
館協議会研修会（八戸工業大学）

2018年12月 国際教養大学中嶋記念図書館の学習支援
への取り組み

平成30年度学生・教職員ワーク
ショップ「学生の主体的な学びを加
速させる」（鹿児島大学）

2019年9月 大学図書館の今までとこれから 第74回東北地区大学図書館協議会総
会講演会（山形大学）

2021年9月 大学図書館の位置づけについて 大学図書館研究会第52回全国大会記
念講演（オンライン）

53

執筆:著書
タイトル 単著・共

著の別
発行年 発行所 編著・著者名

（共著の場合の
み記入）

該当頁数

図書館情報学を学ぶ人のために 共著 2017 世界思想社 逸村裕，田窪直
規，原田隆史編

p.57～66

図書館人物事典 分担執筆 2017 日外アソシエー
ツ

日本図書館文化
史研究会編

伊木武雄他5名
の項を執筆

グローバル人材育成に大学図書館
が担う役割～24時間365日開館，
中嶋記念図書館が目指すもの～

単著 2019 株式会社キャリ
アパワー

16p

日本の図書館の歩み 1993-2017 分担執筆 2021 日本図書館協会 日本図書館協会
『日本の図書館
の歩み:1993-
2017』編集委員
会

p.448頁～451

54
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執筆:雑誌記事
著書・論文等の名称 発行年 発表雑誌（及び巻・号数）等 該当頁数

図書館の価値―ある大学図書館員の意見― 2016 Newsletter―国際音楽資料情
報協会日本支部 57号

p.4～7

日本語と英語の間に:図書館⾧としての4ヶ
月（INFOSTA Forum）

2016 情報の科学と技術 66巻9号 p.498

この本!～おすすめします～:北米の大学図
書館の再編

2017 情報管理 Vol.59 No.11 p.792～793

図書館事務スペースの整備 2019 図書館雑誌 Vol.113 No.1 p.4

大学図書館の出版物 2019 図書館雑誌 Vol.113 No.5 p.260

大学図書館員に必要なスキル 2019 図書館雑誌 Vol.113 No.9 p.604

図書館⾧としての4年 2020 大学の図書館 39巻1号 p.8-9
《新刊紹介》『日本の音楽図書館:音楽図書
館協議会40年のあゆみ』

2020 図書館界 Vol.71 No.6 p.352

大学図書館の今までとこれから 2020 東北地区大学図書館協議会誌
第71号

p.41～66
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まとめると
• 図書館の抜本的な改革は無理であった
• 電子図書館機能の拡張に向けて努力した
• 病気やコロナ禍の影響もあったが，６年間の任期を全うした
• 図書館運営に当たって，大学の学⾧を始めとする執行部や教員
の理解と協力があった

• ガバナンスの二重構造に苦労したこともあった
• 実際に業務やサービスを担った図書館スタッフに深甚の感謝を
捧げます
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ご清聴ありがとうございました
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